
2016年3月14日（月） 13：00～16：00
学習院大学国際会議場（中央教育研究棟12階）

主催：学習院大学国際研究教育機構 共催：豊島区 ＊参加費無料＊
〔申し込み〕 http://kokucheese.com/event/index/379700/ ＊当日受付可
〔問い合わせ〕国際研究教育機構事務室（東１号館７階 担当：島田） 03-5992-1248

文学部日本語日本文学科 金田 waku2symposia@gmail.com

約2万人の外国籍住民が暮らしている豊島区。国籍を超え、互いを尊重した生活を私たちはしている

でしょうか。そして、区内に設けられている日本語学習の機会はどのように活用されているでしょうか。

今回のシンポジウムでは、まず、豊島区内の日本語教室の実践・実態について紹介をし、区内の日

本語教育に関する課題を共有します。そして、在住外国人が日本語学習を続ける上で問題となる、時

間・場所の制約を解消するために開発・実施された通信講座について、愛知県知多市での実践例を

NPO法人日本ボリビア人協会理事の土井佳彦さんに紹介していただきます。

日本語学習を支援するために、地域社会はどう連携できるのか、どのような環境作りが可能なのか

について、みなさまと意見交換をしたいと思います。多くの方の御来場をお待ちしております。

平成27年度 文化庁委託事業 「生活者としての外国人」に対する日本語教育 地域日本語教育実践プログラム(B)

＜内容＞ ＊敬称略
１．学習院大学における取組について：大江淳子・杜長俊・地引愛・参加学習者
２．豊島区内各教室の状況について：金田智子
３．講演「もう一つの地域日本語学習支援の可能性」：土井佳彦（ NPO法人日本ボリビア人協会理事）
４．ディスカッション：学びを支援する環境作り
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